
 

平成２９年 ７月７日  

国土交通省中部地方整備局 

木曽川下流河川事務所  

 

 

 

 

「近代的治水事業と水害の歴史」 

のパネル展示を行います。 
 

 平成 29（2017）年は、明治 20（1887）年に着工した木曽川下流改修工事（明治

改修）から 130 年という節目の年にあたります。 

 木曽川下流河川事務所では、オランダ人技師ヨハニス・デ・レイケによって、

木曽川・長良川・揖斐川の三川分流を柱とする明治改修を中心に、輪中の暮らし

や宝暦治水、伊勢湾台風、そして現在の木曽三川下流域の課題についてのパネル

を作成し、地域の皆様に改めて現在の木曽三川の成り立ちについて、理解を深め

て頂くよう、パネル展示を行います。 

 

 

１．内  容 ： 「近代的治水事業と水害の歴史」のパネル展示 

          ＊添付の小冊子は、作成したＡ１サイズのパネルを縮小し

たものです 

    

２．日  時 ： 平成２９年７月１１日（火）～７月１５日（土） 

 

 場  所 ： イオンモール桑名 １番街２Ｆ パブリックスペース 

三重県桑名市新西方１丁目２２番地 

        

※ ８月中旬からは、桑名市と合同で、「桑名市中央図書館」でも展示する

予定です。 

 

２．配 布 先 ：桑名市政記者クラブ、大垣市政・経済記者クラブ、津島記者会 

 

３．問合せ先： 511-0002三重県桑名市大字福島４６５ 

国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所 

河川公園課長 福澤 誠 

専門官 丹羽 泰夫 
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